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作業前日、NOCメンバーとSTMの

初顔合わせとなる事前ミーティング

が開催された。ここで、大まかな作

業内容が説明される。また、これから約10日間を共にす

る各メンバーの自己紹介も行われた。

a国際会議場で行われたミーティング風景

スケジュール
15:00～16:30

・事前ミーティング

去る6月3日から5日まで千

葉の日本コンベンションセン

ター（幕張メッセ）でネットワ

ークの大 規 模 なイベント

「NETWORLD＋INTEROP

98 TOKYO（N＋I）」が開催

された。この会場内に張り巡

らされたネットワーク「ShowNet」をサポート

するSTM（ShowNet Team Members）は意

外にもボランティアから成っているという。この

STMに参加して最新ネットワークの構築を実際

に体験した。会場を埋める最新技術とその構築

作業現場やボランティアとして参加する意義など

の「裏側」をここにレポートしよう。

編集部＋中村修（技術監修）

基本的にSTMはAとBの2つの時

間シフトに分かれて作業をする。

この日の作業はまず機器の搬入

で、Hot Stageですでに機器が収容されたPOD

（Pedestal Operation Domain）を指定の場所に配

置。ネットワーク用のケーブルは、既設の床下配管

口を使わず、各展示ブースの上からケーブルを落と

すようにしている。そのため、誘導線ともなる「メッ

センジャーワイヤー」を配線業者が高所作業車を使

って手際よく敷設していく。そして、支線（RIB）用

のUTPケーブルやバックボーン用の光ケーブルも業者

によって敷設される。

この作業車からPODを

守るため、STMが終日

配置される。深夜には

STMの中でもNOCメ

ンバーの研究室の学生

などからなるチームによ

って、光ケーブルのラッ

ク内配線とRIBケーブ

ルの接続チェックまで進

められた。

aセンターPODに集められたケーブル（左）。

展示ブース用RIBケーブル（中・右）

fHot Stageでは展示会場での

作業を最小限に抑えるため、光ケ

ーブルの成端や機器調整などの事

スケジュール
9:00～
・POD搬入、配置
・各PODの見張り（終日）
・NSC内コンピュータ設置
・NOC内コンピュータ設置
・各POD内に光ケーブル取り込み
・敷設済みRIBケーブルの導通試験
・幕張メッセの既設ファイバー線の確認など

NETW0RLD+INTEROPに見る 

f高所作業車を使ってケーブリング（左）。

会場のあらゆるところに光ケーブルの束が見

受けられた（右）

「NOCとSTM」
ShowNetはまさに相互接続の実証実験の場である。このネ

ットワークをデザインし、構築・運用を行うのがNOC

（Network Operation Center）メンバーであり、NOCメン

バーとともにネットワークの構築運用をサポートしてくれる

ボランティアがSTMである。今年は、NOC21人、STM約40

人が日本中から集まった。

「Hot Stage」
ShowNetは、まるで花火のように短命なネットワークであ

る。しかし、最先端の機器、そして異機種相互接続といっ

たトライアルを成功させるためには、花火と同じように仕込

みには時間がかかる。今年はイベントが始まる前の2週間、

幕張メッセ前のビルの1フロアを使って、ネットワークの仕

込みが行われた。

「ShowNet」
インターロップの会場には、華やかなケーブルで各出展ブース

を相互につないでいるネットワークが必ず存在する。このネッ

トワークのことをInteropNetとかShowNetと呼ぶ。このネ

ットワークは、出展社の各ブース間を相互につなぐためのネ

ットワークであると同時に、出展社が持ち込んだネットワーク

機器の相互接続実験を行うためのネットワークでもある。ま

さにInterop：Inter Operabilityの名前の由来がここにある。

 編
集

部も
構築作業

を
実体験!
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朝から各ブースの設営作業が

開始され、トラックが館内を

走行。このため、やはりPOD

の見張りが行われる。一方、国際会議棟への光ケー

ブルの敷設（一部30日）とネットワーク機器への接

続が行われた。国際会議棟とは、キヤノンの赤外線

無線装置キヤノビームを利用し、展示場7ホール前

通路と国際会議棟の部屋にそれぞれ設置された。

このラインが障害になった場合を想定し、UTPケー

ブルをバックアップ用に1本敷設。ShowNetはバッ

クボーン（GbEとFE）やネットワーク機器でバック

アップ体制が敷かれていた。

d完成されたセンターPOD

前日のRIBケーブルのチェック

でOKが出なかったもの（RIB

ケーブルが下りてこないなどの

障害、全体の約1割）を午前中に再確認。この時点

ですでに外部との接続が可能になっていた。

また、前日に引き続き高所作業車を使って、スペシ

ャルケーブル（各出展者より要望のあった追加ケー

ブル）の敷設がされたため、STMは交代で再度POD

の見張りを行った。空き時間にはNSCでのトラブル

チケット発行業務の説明が行われた。

スケジュール
7:00～

・RIBケーブル再確認
・各PODの見張り
・国際会議場向け光ケーブル敷設に付き添い
・RIBケーブルのPOD内取り込み
・NSC説明会

スケジュール
7:30～

・各PODの見張り
・国際会議場への配線、接続
・NSCのトラブルチケット発行実習

22:00～

・スペシャルケーブル（GbE）の確認
・IPマルチキャストのテスト
・ドロップケーブルの取り付け、確認

a数グループに分かれてRIBケーブルをPOD内に

取り込む

sNSCバックヤードで行わ

れたトラブルチケット発行

業務の説明会

aRIBケーブルを、テ

スターを使って確認

するSTM

f昨年まではピンクパンサーがはるばる外国か

らやってきたが、今回のShowNet用にあらた

に「わんちゃん」が登場！

d2ホールに設置された富士通のPOD（左）

と国際会議棟に置かれたキヤノビーム

fスペシャルケーブルの確認作業

（左）と実際に使用している展示

ブース
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「ATM」
昨年まで、バックボーンの構成要素として用いられ、多種多

様なインターフェイスを提供してきたATMだが、今年は、おも

に東芝と日立の協力でラベルスイッチ技術やIPv6の基盤を

提供するネットワークとして用いられた。出展社に提供する

インターフェイスとしては、PVC（Permanent  Virtual Circuit）

のみのサポートとなった。

「GbEとFE」
今年のバックボーンは、ギガビットイーサネット（GbE）を

第1ルートとし、バックアップ用にファーストイーサネット

（FE）を用意した。ギガビットイーサネットの製品は、今年

に入ってから出荷が始まったものが多く、今回のShowNet

でも我々は「レアもの」と呼んでいたものが多く存在した。

たとえば、シスコシステムズ社の7500用ギガビットイーサネ

ットのカードは、なんと日本で初めてのカードだった。バッ

クアップ用のファーストイーサネットは、すでに珍しいもの

ではなく、成熟した技術になってきていることが実感できた。
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昨夜、マルチキャスト用のラインを変更したと

のことで、IP/TVの接続を再度テストした。こ

の日から出展社が入館し、NSCでのトラブル

チケット発行業務が正式に運用された。このた

め、NSC（Network Service Center）のバッ

クヤードではSTMが控え、チケットが発行され

たら随時トラブルに対応する態勢がとられた。

ブース設営後ということも

あり、発行されたチケット

は出展社がShowNetへ

接続するためのドロップケーブルを下ろしたり、

IPアドレスを追加したりといった要望が大多数

であった。

d出展社からのトラブル受付窓口

になるNSC

スケジュール
7:30～終日

・NSCでのチケット発行
・トラブルチケットの対応
（ドロップケーブルの配置など）

昨日に引き続き、終日NSCでのト

ラブルチケット発行とその対応がな

された。この時点でチケット数は

143件と例年に比べて少なく、STMの作業も少なか

った。しかし、レイヤー3部分を手がけるNOCメン

バーは例外だったようだ。チケット数の減少について

話を聞いたところ、昨年までの外国産のネットワー

クとは異なり、日本だけで作った自前のShowNetは

準備段階でIPアドレスの割り振りや設定ができたこ

とで、現地作業の割合も減ったのだという。効率よ

く作業が進められたよ

うだ。

fIP/TVの接続テ

ストをするSTM

sトラブルチケットが

発行され、ドロップケ

ーブルをブースに落と

すSTM

スケジュール
7:30～終日

・NSCでのチケット発行
・トラブルチケットの対応

20:30

・NOCによる特別講習会
（ShowNetのレイヤー1）

・POD内パッチコード整理

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P
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7～8Hall 4～6Hall 1～3Hall
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internet
KDDMEX

T3（45Mbps）第2ルート POSIP（155Mbps）第1ルート

ATM
（155Mbps） 

FDDI

FDDI

ATM

（155Mbps）

FE-FX
GbE
メッセファイバーを利用

P P P

sホール3か所に設置された

NSCでTTSを運用する

「マルチキャスト」
インターネット上のサービスを考えるうえで最も重要な通信

形態であるマルチキャストを、今回のShowNetでは全ブース

に提供した。昨年まではMBone（Multicast Backbone）と

の接続は行っていたが、全ブースへの提供は初めてである。こ

れにより、数種類のビデオストリームが会場中に配信された。

「NSC」
出展社からのトラブルを受け付ける運用の最前線がNSCな

のである。NSCで受け付けられたトラブルは、NOCメンバ

ーの門林さん（大阪大）の手で作られたウェブベースのトラ

ブルチケットシステム（TTS）により管理される。TTSは

ShowNetをスムーズに運用するためのもので、出展社から

の要望やクレームを受け付けたらその場で内容や出展社名な

どのデータを入力する。データベースに蓄積して管理する一

方で、出展社には受け付け証明書を発行し、これを元に各

担当者が対処するシステムになっている。

「ExternalとIEEE1394 over IP」
ShowNetをインターネットと接続しているのが、External

と呼ばれるネットワークである。今年は、東京通信ネットワ

ーク（TTNet）の協力でPPP Over SONET（155Mbps）

で東京まで、NTTの協力によりT3 （45Mbps）で大阪まで

の接続が行われた。メディアエクスチェンジ（MEX）の協

力を得てWIDEのIEEE1394 Over IPの実験、NTT-TE関西

（media CONNECT）の協力でサイバー関西からの映像配

信といった実験も行われ、Externalには約80Mbpsのトラ

フィックが流れていた。

d出展社からトラブルを受

け付けると左のウェブ画面

に必要事項を入力し、下

のチケットを出展社に渡す
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N＋I会期中はABシフトがなくなり、より細かなシ

フト体制でNSC業務が遂行された。このほか、NOC

メンバーの説 明 による

「ShowNet NOCツアー」にお

供として参加した。会期中は

STMベースの作業が少なかっ

たため、メンバー同士で出展

ブースの情報を交換したり、

コンファレンスに参加したり

と、思い思いにイベントを楽し

んでいたようだ。

aギガスイッチが並ぶNOC内のPOD（左）とベイ・ネットワークス社の「Accelar1250」

スケジュール
7:30～18:00（5日は16:30）

・NSCでのチケット発行
・トラブルチケットの対応（シフト制）
・ShowNet ウォーキングツアーのお供

1週間に及ぶSTM参加の準備と本番が終わり、

撤収作業が開始された。何日もかけて設営され

たネットワークを一斉に切断。終わりは早いもの

だ。POD内のレンタル機器はメーカーに返却し、

ラックはNOCストレージに集められた。華やかな

イベントも夜にはブースの取り壊しが大部分終わ

り、場内はごみの山になった。6日朝から高所作

業車を使用して業者によってメッセンジャーワイ

ヤーの引き落としとケーブルの取り外しが行われ

た。撤収されたケーブルは多額なこともあり、世

界各国で行われるN＋Iで再利用されるという。

センターPODから各PODへ配線されたギガビッ

ト用光ケーブル（ピンク色／NETWORLD＋

INTEROP 98 TOKYOのロゴ入り）は今回初め

て使用されたが、それ以外では実際に流用したケ

ーブルも多数だった。そして、6日の昼にはNOC

メンバーおよびSTMが解散

となった。

aNOC内の撤去作業。機器もケ

ーブルもすべて取り外される

スケジュール
16:30～21:00

・撤収作業

展示ブース 

SW�
�

光ケーブル 
（1000BASE-SX、 

100BASE-FX）�
バックボーン用 

未使用のものは予備 
として置いてある。�

（アドレスは割り付け済み） 

UTPケーブル 
（RIB用）�

�

ローゼット�
�

ローゼット�
�

UTPケーブル 
（DROP用）�

�

RJ-45

POD

 STMに参加して 
STMはケーブルの敷設にもっとかかわるものと思っていたが、実はそのほとん

どは業者作業であった。STMの作業は、雑用もあるが、何年か連続して参加す

ると仕事をまかされるようになり、作業内容が多少違ってきておもしろくなる。そのSTMに今

年は100人近くの応募があったという。作業以外に、パーティーや約10日間のホテル滞在で

友人を作ったり、いろいろな仕事や勉強に携わる人が集まることで情報を交換したり、また普通

1社では試用できないような

最新機器を目の当たりにする

ことができたりとメリットも

多いようだ。

口々に「また来年！」と別れ

ていったSTM。N＋Iはこう

いった仲間の集う年に一度の

イベントなのかもしれない。

「レイヤー3スイッチ」
今回ギガビットイーサネットのスイッチをレイヤー3スイッチ

として運用した。ルーティングを行うルーターとしてスイッチ

を用いながら、レイヤー2のパフォーマンスでパケットをフォ

ワードする技術である。この技術は非常に新しい技術である

が、イベントの開催直前には、安定して動くようになった。

「日本製ShowNet」
N＋Iは日本での開催5年目を迎え、今年のShowNetはま

ったく新しい形へと変化した。昨年までのShowNet

（InteropNet）は、デザインから構築・運用までアメリカを

中心に行ってきた。このため、日本のコントリビューターと

しては、なかなかShowNetへの参加が難しく、日本の各社

の製品をShowNetの中で武者修行しづらい環境であった。

しかし、今年からはデザインや構築・運用に積極的に参加で

きる体制が整った。富士通、日立、NEC、スリーコム、シス

コシステムズ、ベイ・ネットワークスの各社に会場のPODを

それぞれ提供してもらった。このPOD間をギガビットイーサ

ネットで相互接続できたのもまさに日本製のShowNetだか

らである。今後日本のNETWORLD＋INTEROPこそ、こ

の名前の由来に沿った本当の意味でのInteropNetを構築で

きるような気がする。

fNOCメンバーが説明する

「ShowNet NOCツアー」

【N＋ IおよびSTMに関する問い合わせ先】
ソフトバンクフォーラム（株） TEL 03-5642-8433

jhttp://www.sbforums.co.jp/

fセンターPODに収容さ

れていたケーブルは、先に

成端されたコネクター類

が高所作業車（左）など

に壊されないよう、場内

のあらゆるところで大きな

ごみ箱により保護された
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のファイルの内容に起因する直接的および間接的な損害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の

責任においてご利用ください。 
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All-in-One INTERNET magazine 編集部 

im-info@impress.co.jp 


